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B 73 夜 間 睡 眠 中 の 皮 膚 温　 一 日 本 人 と 中 国 人 の 比 較 一　 予 報

大 阪 信 愛 女 学 院 短 大　 川 端 厚 子

奈 良 女 大 家 政　 〇 登 倉 尋 実

被　 服　127

目 的　 エ ス キ モ ー の 皮 膚 温 は 白 人 の 皮 膚 温 に 比 較 し て 、 同 じ 着 衣 、 同 じ 室 温 で 比 較 し て

も 有 意 に 高 い と い う 報 告（Rei ・i e at al.,1962 ） が あ る 。 こ れ ら の 差 異 が 生 じ る 原 因 の 一

つ と し て 、0  常 生 活 の ウ ェ ア の*  り 様 が 関 係 す る 可 能 性 に つ い て 論 じ た(  登 倉,    19 8 3)    。

今 回 は 、 中 国 の 大 遮 市 に 生 活 す る 中 国 人 女 性 の 、 夜 間 睡 眠 中 の 皮 膚 温 を 測 定 す る 機 会 が あ

り 、 対 象 と し て 日 本 人 女 性 の そ れ を 同 条 件 で 測 定 し 、 比 較 し た 。 被 験 者 の 中 国 人 女 性 は 年

間 を 通 し て 、 四 肢 部 は ほ ぽ 衣 服 で 被 覆 さ れ て お り 、 日 木 人 女 性 の 衣 服 着 用 状 態 と 異 っ て い

る 。 こ の よ う な 日 常 生 活 の 着 装 状 態 の 差 異 が 皮 膚 温 に 影 響 す る か も し れ な い と い う 興 味 か

ら 、 実 験 を 実 施し た 。

方 法　 被 験 者 は ３ 人 の 中 国 人 女 性（20 才 ）.     3 人 の 日* 人 女 性(   20才 ） で あ る 。 実 験 は

大 連 市 で 、1986 年　８月16 ～24 日 、 午 前0  I* よ り 午 前6   I*ま で 行 わ れ た 。 測 定 項 目 は ６ 個 所

の 皮 膚 温( 胸 、 背 、 上 腕 、 前 腕 、 大 腿 、 下 腿)    .    2 個 所 の 衣 服 内 温rn 度（ 胸 、 背 ） で あ る。

睡 眠 中 の 布 団 は 綿 敷 布 団 、 綿 シ ー ツ 、 バ ス タ オ ル 、 毛 布 、 被 験 者 の 着 衣 は Ｔ シ ャ ツ と ト レ

ー ニ ン グ パ ン ツ で あ る.  温 度 の 測 定 は メ モ リ ー コ-   ダ に よ っ た 。 室 温 は24 ±0.25 ℃ で あ る。

結 果　i ）胸 部 皮 膚 温 は 中 国 人34.6 ～35.  1°C、 日 水 人34.6 ～35  . 7℃, 背 部 皮 膚 温 は 中 国 人

34.8 ～35.  I℃ 、 日 木 人35.  1～35.Z ℃ と 日 本 人 が 高 い 傾 向 が 認 め ら れ た 。2) 前 腕 、 上 腕 、 大

腿. 下 腿 は 中 国 人 が0.25 ～0.75 °Ｃ 高 い 傾 向 が あ っ た 。 こ の よ う に 中 国 人 の 皮 膚 温 が 四 肢 部

で 高 く 、 雛 幹 部 で 低 い 理 由 に つ い て 、 日 常 の 着 装 の 違い 、 お よ び 衣 服 型 が 皮 膚 温 に 与 え る

効 果 の 、 我 々 の 研 究 室 の 最 近 の 知 見 を も と に 論 じ た い 。

B 74 入浴時間が出浴後に及ぼす皮膚温変動について

日本女大家政　　　○福田明子　　大野静枝

目的　入浴の目的は．身体清浄．新陳代謝促進、筋弛緩などによる疲労回復や．精神の

鎮静化などが考えられる．我が国では．一般に浴漕に全身を浸し、身体を十分に加温する
方法がとられている．出浴後め身体表面からの熱の損失は．″湯冷め″現象の誘因となり、
その生理反応に検討を加えることが必要である．最近では、入浴剤などの使用や湯温変化
による影響を試みたものがみられるが．女子に関する報告は少ない．本研究では、入浴時

間を変化させ．主に、出浴後の皮膚温変動について検討した．
方法　被験者は成人女子3 名．気温24±1 °Ｃの実験室で椅座安静後．水温41±ir. の浴

漕中に肩位まで入湯し、出浴後60分間椅座安静を保った．入浴時間は５分.10 分、15分の
３条件である．測定項目は、直腸温．皮膚温（入湯部位：胸．腰．上腕、前腕、大腿．下

腿、足背　非入湯部位：前額、手背）、体重減少量、脈拍．快適感．温熱感である．
結果　入湯部位皮膚温は．入浴で水温に支配され急速に上昇し、出浴で一定時間急速に

低下し、その後、徐々に部位別に下降する．最大低下量は入浴15分＞10分＞5 分の順に大
きい．経時的には再び上昇回復するが、5 分：出浴後約20分.10 分：約25分、15分：約30
分後である．非入湯部の前額は、入浴中に.5 分; 1.5 n.10 分: 2. 5 ℃.15 分:3.0  ℃
手背は約1.5 ℃上昇を示した．直腸温は．入浴中に5 分:0.3  ℃.10 分:0.5  t;、15分:

0. 8 °c上昇し、実験終了時には入浴前の状態に回復する．平均皮膚温の回復量、体重減少
量．入浴終了前の脈拍は.15 分＞10分＞5 分の順に大きく．快適感は、入湯後5 分でほぼ

快適となり、10分以降は不快を示した．


